論文・研究ノート・書評・シンポジウム報告　タイトル
サブタイトル
名字 名前
はじめに

字下げ（本文）

見出し
字下げ（本文）

C'est vrai, je n'y avais pas pensé. ほんと、忘れたよ（考えてなかったよ）。

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

おわりに

字下げ（本文）
（所属大学・機関名称）

参考文献
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KAPLAN, M. (1987). Developmental Patterns of Past Tense Acquisition among foreign Language Learners of French, in: B. VAN PATTEN; T. DVORAK; J. LEE, (eds), Foreign Language Learning : A Research Perspective, Cambridge: Newbury House.

和文　（アイウエオ順あるいはアルファベット順）
野澤和典，上村隆一，松田憲，吉田晴世 (2002) 『最新外国語CALLの研究と実践』, CIEC外国語研究部会.
S.M.ロス，G.R.モリソン 向後千春，余田義彦，清水克明，鈴木克明訳，解説 (2002)  『教育工学を始めよう』, 北大路書房.
竹蓋幸生 (2002) 「外国語CALL教材の高度化の研究」, 『高等教育改革に資するマルチメディアの高度利用に関する研究　研究成果報告書』.
注意！
文字数 論文は１ページが34文字×32行で18ページ（約20,000字）以内です。なお，研究ノートとして提出の場合には，10-12ページを目安にしてください。
スタイル･シートの書式を必ずまもって執筆ください。とくにタイトル，サブタイトル，所属（大学名のみで学部や学科は要りません。ぜひとも必要な場合には記入ください。），参考文献などにばらつきが見られます。
重要！！！
本文の中に用いる画像および図表は，すべて白黒にしてください．カラーや網掛けはきれいにでません．

欧文レジュメ　タイトル

サブタイトル

Yuji KAWAGUCHI
字下げ（本文） What is …? 
レジュメは１ページ以内です。

注意！　レジュメは、論文として掲載される方のみ必要になります。査読結果に基づいて最終原稿を提出するときに、レジュメを提出ください。また英文は必ずインフォーマントによるチェックを事前に受けたものを提出ください。
(所属大学・機関の欧文名)
編集の流れ

原稿提出　2011年2月28日（期限厳守）
原稿提出先　ykawa@tufs.ac.jpに添付ファイルまたはフロッピーで
必ず郵送の場合ための住所をお知らせください。

提出物

1． 原稿ファイル

2． 郵送のためのご住所

3． 論文・研究ノートの査読希望

↓
査読期間
5月～6月（予定）
↓

査読結果とコメント

7月（予定）に著者宅に郵送
↓

著者校正

7月～8月（予定）

査読結果とコメントに基づいて校正を行い，改めて最終的なファイルを事務局に提出する。論文掲載者は英文レジュメを忘れないようにすること。

↓

出版

10月～11月（予定）
『外国語教育研究』　投稿規定

2011年現在

１．投稿者は原則として外国語教育学会の会員とし、投稿論文は研究発表大会で発表を行った研究とする。

２．本誌に掲載するものは「論文」「研究ノート」「書評」等とする。

３．発行は年１回。

４．原稿の採否は編集委員会のレフリーによる査読と審議を経て決定する。

５．使用言語については原則として日本語とする。

６．図・絵・表はいずれも白黒とし、網掛けは避け、できるだけ鮮明な画像を貼り付ける。

７．論文は１ページが34文字×32行で18ページ（約20,000字）以内、研究ノートは34文字×32行で10ページ程度、書評は34文字×32行で5ページ程度とする。

８．外国語のレジュメ

査読により論文として採用された原稿についてのみ外国語のレジュメ（１ページ以内)を付す。

９．編集作業

掲載が受理された後には執筆者自身が校正の作業にあたる。著者には4部献呈する。

10．執筆時の留意事項

原則としてWord for WindowsあるいはMacWordで作成し，手書き原稿は受け付けない。提出物はE-mail添付ファイルまたはフロッピーとする。

他のフォントや体裁については個々に著者と編集委員で相談することとする。

第１４号編集委員　馬場哲生、黒澤直俊 、佐野洋、吉冨朝子、根岸雅史、
　　　　　　　　　　　　相澤一美、降幡正志、末岡敏明、佐藤玲子、馬場千秋、
　　　　　　　　　　　　田村不二美、川口裕司（責任者）
『外国語教育研究』 外国語教育学会紀要 No.14 (2011) pp.-　事務局で記入











� 脚注 欧文引用形式 MAJUMDAR and MORRIS (1980). The French pluperfect tense as a punctual past, Archivum Linguisticum 11.1: 1-12 にようにする。
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